
令和６年度 医療廃棄物収集運搬・処理業務委託  仕様書（特別管理産業廃棄物） 

 

 本仕様書は、福岡県済生会飯塚嘉穂病院（以下「委託者」という。）が委託する医療廃棄物収集

運搬・処理業務の仕様を定めるものであり、受託者は、本仕様書に基づき、誠実に業務を遂行す

るものとする。 

 

１ 目 的 

 本仕様書は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」並びに関係法令に従い、委託者が排出す

る医療廃棄物の収集運搬及び中間処理の委託において、受託者が受託し適正に行うことを目的

とする。 

 

2 収集施設 福岡県済生会飯塚嘉穂病院（福岡県飯塚市太郎丸 ２６５） 

 

3 契約期間 令和６年４月１日～令和 9年３月３１日（3年間） 

  

4 業務内容 

① 委託者から発生する医療廃棄物等は関係法令等を遵守の上、病院関係者立会いのもと

廃棄物保管庫から適正に収集し許可された施設に適正に運搬するものとする。 

② 上記許可事項に変更があった場合は、受託者は速やかにその旨を委託者に通知するとと

もに、変更後の許可証の写しを提出する。 

③ 収集日時は委託者と協議の上決定する。 

④ 受託者は、収集作業中は、常時、適正な人員を配置し、周囲の人や車等の安全を妨げな

いように十分配慮し、収集場所及び周辺の清潔保持に努めること。 

 

5 廃棄物の種類・荷姿及び回収頻度、予定数量  （令和５年 １月～12月実績） 

区 分 種 類 荷 姿 回収頻度 年間予定

容器数量 

年間予定   

排出重量 

特別管理       

産業廃棄物 

① 注 射 器 ・ 針 等     

鋭利なもの 
20Lペール缶 週 2回 233個 

44,649ｋｇ ② チューブ等 

鋭利なもの以外 
50Lペール缶 週 2回 3,718個 

③ マスク・ディスポ着等 60Lダンボール箱 週 2回 ２,７４８個 

④ キシレン廃液 500ｍｌ 瓶 随 時 1本 0.5ｋｇ 

 

※20L・50Lペール缶、60Lダンボール箱については、受託者からの購入とするため年間購入予 

  定数量を含んだ額で試算すること（容器規格の容量は50Lペール缶、20Lペール缶、60Lダ



ンボールの３種類とする。またペール缶に関しては済生会が取組んでいる SDGｓに貢献できる

リサイクル素材で作成されたものに限る）。 

※委託業務の開始にあたり、20L・50L・ダンボール容器開放器（スタンド）に適した容器での納

品を行うこと。受託者の納品する容器に適した開放器の設置を含んだ額で試算すること。 

 

※容器の規格については、別紙参照。 

容器容量 年間予定数量 搬入頻度 

① 20Lポリ容器 233個 週 2回 

② 50Lポリ容器 3,718個 週 2回 

③ 60Lダンボール箱 2,748個 週 2回 

  

容器容量 院内設置数 

⑤ 20L容器開放器 6台 

⑥ 50L容器開放器 56台 

⑦ ダンボール開放器 44台 

 

【入札金額の計算について】 

◆感染性産業廃棄物について 

（1）①②③の容器単価（税抜）にそれぞれの年間予定数量を掛けた金額。 

（2）感染性廃棄物処理単価（税抜）【廃棄物の収集・運搬・処理に係るすべての費用を含む】 

  に年間予定排出重量を掛けた金額。 

上記の（1）～（2）の合計金額（税抜）を感染性産業廃棄物年間予定金額とする。 

◆キシレン廃液の廃棄について 

（3）④の処理単価（税抜）【廃棄物の収集・運搬・処理に係るすべての費用を含む】に年間予 

  定排出重量を掛けた金額。 

 上記の（3）の合計金額（税抜）をキシレン廃液の廃棄年間予定金額とする。 

◆容器開放器について 

 （4）⑤⑥⑦の容器開放器（スタンド）の設置を行う場合には、容器単価（税抜）にそれぞれの設 

  置数を掛けた金額で契約期間３年間で除した額。 

◆上記の（1）～（4）の合計金額（税抜）を入札金額（年間予定金額）とする。 

 また、入札書の入札金額内訳に明記すること。 

【記入例】 

①20Ｌポリ容器 

 （容器代+運搬料＋処分料）×233個（昨年度実績） 

②50Lポリ容器 

（容器代+運搬料＋処分料）×3，718個（昨年度実績） 



③60Lダンボール 

 （容器代+運搬料＋処分料）×2，748個（昨年度実績） 

④キシレン廃液 

（容器代+運搬料＋処分料）×1個（昨年度実績） 

⑤非感染性産業廃棄物 70Lビニール袋 

（容器代+運搬料＋処分料）×2,210kg（昨年度実績） 

⑥開放器  

（20L 容器開放器の単価×６台+50L 容器開放器の単価×56 台+ダンボール開放器の単価  

×44台）÷3（契約年数） 

⑦既存開放器 

 20L容器開放器の数量８台、50L容器開放器の数量 76台の買取り額 

 

①+②+③＋④+⑤+⑥-⑦の合計額を入札額とする（消費税別） 

 

６ マニフェスト 

委託者、受託者は産業廃棄物収集運搬及び処分について、産業廃棄物管理票（マニフェス 

ト）による業務確認・管理を行うこと。 

 

７ 損害賠償責任 

    受託者は、委託者から委託された医療廃棄物を、受け入れから処分の完了まで法令に基

づき、適正に管理する責任を負う。この間に発生した事故は、その原因が委託者の責にきすべ

き場合を除き、受託者が責任を負うものとする。 

   また、受託者が業務実施にあたり、病院利用者・通行人等に危害を及ぼした場合や廃棄物の

飛散・流出により発生した事故については、受託者が責任を負うこととする。 

8 受託者費用負担 

① 産業廃棄物管理票（マニフェスト）。 

② 医療廃棄物の収集運搬及び処分、その他業務の実施に必要な機材等経費。 

 

9 資格等 

① 受託者は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第１４条の１第１項及び第１４条１項の規定

に基づき、委託者に係わる処理に関するすべての許可を受けた業者でなければならない。 

② 受託者は委託者が委託した医療廃棄物の処分について、「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」第１４条の１第１６項及び第１４条の４第６項の規定により委託者に係る処理に関する

全ての許可を受けた業者に行わせること。 

③ 受託者は、中間処分業者も含め、感染性廃棄物の収集運搬業及び中間処理業の許可を

受け、尚且つ有料産業処理業者認定制度における認定を受けていることを証明する書類



の写しを委託者に提出し、確認を受けなければならない。契約後、変更のあった場合も同

様とする。 

④ 受託者は、中間処理業者も含め、ISO14001 もしくは、エコアクション 21 を認証取得して

いることを証明する書類を委託者に提出し確認を受けなければならない。契約後変更があ

った場合も同様とする。 

⑤ 受託者は、中間処理業者も含め、福岡県、大分県に本店または、支店、営業所を有し本院

と同等 199 床以上の規模を有する病院との契約実績が３年以上継続して受託した証明を

有するもの。 

⑥ 契約書には、特別管理産業廃棄物収集運搬業・特別管理産業廃棄物処分業の許可証及

び特別管理産業廃棄物の収集運搬～最終処分までのフロー図を添付すること。また、契約

期間内において、上記許可の更新が必要な場合は、許可書発効後速やかに写しを提出す

ること。 

 

10 その他 

① 受託者は、受託された業務の一部または全部を第三者に再委託してはならない。 

② 予定排出数量はあくまで見込みであり、実際の排出数量は増減することがあるが、この場

合において契約変更は行わないこととする。 

③ 道路交通法等法令を遵守し近隣住民や通行車両に迷惑をかけないこと。 

④ 収集従事者は、運転免許証の携帯、健康状態について始業前点検を行うこと。 

⑤ 業務中に事故や違反があった場合は、警察や消防への連絡を行い速やかに適正な処置

をとるとともに、委託者へ口頭及び文書で報告すること。 

⑥ 業務の処理上知り得た情報は、第三者に漏洩しないこと。 

 


